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広 報広 報 Izumizaki-mura  Fukushima-kenIzumizaki-mura  Fukushima-ken

9月17日(土)敬老会が開催されました。
上：太田川梅若和讃唄念佛踊保存会。村指定無形文化財で
ある念佛踊、７月頃より地域の小学生も一緒になって
練習をして、今回が初披露。

下：泉崎第一小学校和太鼓クラブ。６年生１１人、５年生
８人、４年生１５人で活動。演奏した曲目は「ぶち合
わせ太鼓」と「夏祭り」。
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広報
いずみざき ２

　

敬
老
会
は
、
９
月
17
日
㈯

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
約
500
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
、
村
議
会
議
員
、
民

生
児
童
委
員
や
各
種
団
体
の

代
表
な
ど
の
来
賓
を
迎
え
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
度
新
た

に
招
待
者
と
な
っ
た
70
歳
以

上
の
方
、
米
寿
、
金
婚
夫
婦

該
当
の
方
が
紹
介
さ
れ
、
該

当
さ
れ
た
方
々
に
、
久
保
木

村
長
よ
り
記
念
品
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
民
報
社
か
ら

は
、
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
に

対
し
慶
賀
状
が
、
泉
崎
新
聞

販
売
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
夫
婦

茶
碗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
戦
後
の

苦
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
て

こ
ら
れ
た
方
々
に
御
礼
と
感

謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
緑

川
武
男
さ
ん
が
代
表
し
て
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、

久
保
木
村
長
の
か
け
声
で
万

歳
三
唱
式
を
終
え
る
と
祝
宴
に
移

り
、
白
河
市
在
住
の
歌
手
東
汐
璃

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
一
小
の
和

太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

泉
崎
村
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
金
婚
該
当
者
　
12
組

太
田
川

　

久
保
木
勝
彦
さ
ん
・
惠
美
子
さ
ん

高
　
根

　

大
森　

弘
美
さ
ん
・
芳　

子
さ
ん

　

海
上　

高
雄
さ
ん
・
京　

子
さ
ん

宿
　
舘

　

小
林　
　

力
さ
ん
・
信　

子
さ
ん

峠
　

松
川　

貴
志
さ
ん
・
節　

子
さ
ん

原
　

坂
本　

定
一
さ
ん
・
ト
ク
子
さ
ん

瀬
知
房

　

穗
積　

良
男
さ
ん
・
ア
キ
ノ
さ
ん

　

佐
川　

孝
男
さ
ん
・
公　

子
さ
ん

　

田
﨑
可
久
三
さ
ん
・
ム
ツ
子
さ
ん

八
雲
神
社

　

下
重　

勝
男
さ
ん
・
カ
ツ
子
さ
ん

北
平
山

　

三
本
木
長
重
さ
ん
・
和　

美
さ
ん

　

円
谷　

信
男
さ
ん
・
節　

子
さ
ん

1：久保木村長による万歳三唱。
2：東汐璃さんの歌謡ショー。3：
泉崎村峠節保存会。4：フラダ
ンス「すみれ会」。5：しあわせ
金婚夫婦表彰。6：泉崎さつき
レクダンス。7：サークルハイ
ビスカス。8：泉崎一小和太鼓
クラブ。9：泉崎幼稚園
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5

67

89



〔お祝・法要・弔事・御歳暮等〕

ふとんのリフォーム直せる・作れる
ふとん打直し加工…掛敷共各１枚7，450円

西川チェーン店のきたむら寝具館

泉
崎
村
地
域
創
生
・
人
口
減
少
対
策
委
員
会
を
開
催

道
路
が
濡
れ
て
い
た
ら
漏

水
か
も
？
漏
水
発
見
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

◯
道
路
陥
没
等
の
二
次
災
害
を

防
ぐ
た
め
に
。

　

当
村
で
は
毎
年
平
均
約
10
件

の
漏
水
修
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

職
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
多

く
が
村
民
の
皆
様
の
通
報
に
よ

り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

水
道
管
の
漏
水
は
、
大
切
な

水
が
無
駄
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

道
路
陥
没
等
の
二
次
災
害
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
乾
い
て
い
る
道
路
が

濡
れ
て
い
た
ら
、
水
道
管
の
水

漏
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

す
ぐ
に
調
査
を
し
て
、
早
急
に

修
理
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
建
設
水
道
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

問
村
事
業
課
建
設
水
道
グ
ル
ー

プ☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
４

　

８
月
３
日
㈬
、
役
場
で
第
５

回
泉
崎
村
地
域
創
生
・
人
口
減

少
対
策
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
平
成
27

年
度
に
実
施
し
た
地
域
活
性
化

・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）

事
業
の
効
果
検
証
を
行
い
ま
し

た
。

　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
、

空
屋
対
策
事
業
、
観
光
施
設
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
事
業
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
説
明
と
実
績
報
告

及
び
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

出
席
し
た
委
員
か
ら
は
空
家

対
策
事
業
の
実
施
状
況
な
ど
事

業
内
容
に
つ
い
て
質
問
が
で
ま

し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
の
意
見
を
踏

ま
え
実
施
方
法
の
見
直
し
な
ど

を
行
い
な
が
ら
事
業
を
継
続
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問
村
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー

プ☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

№ 事業の
名　称

実績額 本事業における重要業績評価
指標（KPI）

外部有識者
からの評価 今後の

方針

実績値を踏まえた事業
の今後について

単位：円 指標 指標値 単位 実績値 外部有識者
からの意見 今後の方針の理由

1

泉崎村
地方創
生・人
口減少
対策事
業

9,963,324

2
公衆無
線ＬＡ
Ｎ整備
事業

6,125,943
1 日の
平均ア
クセス
数

30 回 169

継続して公衆
無線 LAN の
アクセスポイ
ントを整備す
ること。

事業の継続

公衆無線ＬＡＮのアク
セスポイントを継続し
て整備することにより、
利便性が高まり利用者
が増えるため。

3 空屋対
策事業 1,994,760

空き屋
情報を
利用し
ての村
内移住
者

5 件 0

調査対象にな
っていない空
き家がある。 
情報提供がさ
れていないの
で、情報提供
をすること。

事業の継続

実際の移住にはいたっ
ていないが、継続して
情報を提供することで、
移住してくれる方が現
れる可能性があるため。

4

観光施
設ホー
ムペー
ジ作成
事業

4,158,000
パーク
ゴルフ
場年間
利用者

1,000 人 5,005

今後はパーク
ゴルフの大会
等を開催し、
更なる誘客を
はかること。

事業の継続

パークゴルフ場利用者
数が堅調に推移してお
り、村で 1 番集客を見
込める観光施設となり
つつあるため。
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○
対
象
園
児

　

対
象
と
な
る
園
児
は
、
泉
崎

村
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

５
歳
児

　

平
成
23
年
４
月
２
日
～

　

平
成
24
年
４
月
１
日
生
れ

４
歳
児

　

平
成
24
年
４
月
２
日
～

　

平
成
25
年
４
月
１
日
生
れ

３
歳
児

　

平
成
25
年
４
月
２
日
～

　

平
成
26
年
４
月
１
日
生
れ

○
募
集
期
間

　

平
成
28
年
11
月
１
日
㈫
～

11
月
14
日
㈪
ま
で

○
申
込
方
法

　

所
定
の
入
園
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
幼
稚
園
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

願
書
は
幼
稚
園
及
び
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。

※
３
歳
児
対
象
の
保
護
者
に
は
、

案
内
と
入
園
願
書
を
送
付
し
ま

す
。

※
泉
崎
幼
稚
園
で
は
「
預
か
り

保
育
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

預
か
り
保
育
を
希
望
さ
れ
る
保

護
者
は
、
幼
稚
園
か
ら
「
預
か

り
保
育
登
録
申
込
書
」
を
受
け

平
成
29
年
度
泉
崎
幼
稚
園
園
児
募
集

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童
募
集

取
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
の
施
行
に
と
も

な
い
、
平
成
28
年
度
よ
り
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
は
小
学

生
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

兄
姉
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
行
っ
て
い
る
場
合
で
も
園
児

は
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
と

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
後
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

共
働
き
家
庭
や
留
守
家
庭
の

小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童

に
対
し
て
、
学
校
の
余
暇
教
室

や
児
童
館
、
公
民
館
な
ど
で
、

放
課
後
等
に
適
切
な
遊
び
、
生

活
の
場
を
与
え
て
、
そ
の
健
全

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
す
。

※
平
成
28
年
度
よ
り
、
泉
崎
村

で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
小

学
１
年
～
小
学
６
年
生
ま
で
）

を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

問
泉
崎
幼
稚
園

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
８
１
０

問
村
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

平
成
29
年
度

泉
崎
村
保
育
所

　
入
所
児
募
集

○
対
象

　

村
に
住
所
を
有
し
、
保
護
者

が
就
労
・
病
気
・
介
護
な
ど
で

保
育
を
必
要
と
す
る
０
歳
（
６

ヵ
月
）
か
ら
の
乳
幼
児

○
募
集
人
員　
60
名

○
保
育
時
間

平
日

　

７
：
30
～
18
：
30

土
曜
日

　

７
：
30
～
17
：
00

○
提
出
書
類

　

保
育
所
入
所
申
込
書
・
支
給

認
定
申
請
書
・
勤
務
（
内
定
）

証
明
書
等
（
保
育
の
状
況
を
確

認
す
る
た
め
の
書
類
）

※
書
類
は
、
保
育
所
・
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

平
成
28
年
11
月
15
日
㈫
～

　

11
月
22
日
㈫

○
提
出
先　
泉
崎
村
保
育
所

問
泉
崎
村
保
育
所

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
３
６
１
９

問
村
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

○
開
設
ク
ラ
ブ

第
一
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　

（
一
小
校
内
）

第
二
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

（
村
児
童
館
内
）

○
入
会
基
準

　

村
内
の
小
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
で
、
保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
就
労
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
放
課
後
等
に
留
守
家
庭
と

な
り
、
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
。

○
募
集
定
員

　

各
ク
ラ
ブ
と
も
80
名

○
対
象
児
童

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
入
会
は
１
～
３
年
生
を
優
先

し
ま
す
。

○
開
設
時
間

平
日

　

下
校
時
～
18
：
30

長
期
休
業
期
間
等

　

７
：
30
～
18
：
30

○
開
設
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
～

　

平
成
30
年
３
月
31
日

※
国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始
は

休
み
と
な
り
ま
す
。

○
負
担
金

　

月
額　

３
千
円

○
申
請
方
法

　

新
規
入
会
希
望
の
方
は
、
児

童
館
又
は
役
場
内
教
育
委
員
会

で
入
会
申
込
書
を
お
渡
し
し
ま

す
。

　

現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
、
継
続
し
て
平
成
29
年
度
も

入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
児
童

館
及
び
各
ク
ラ
ブ
で
入
会
申
込

書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

平
成
28
年
11
月
２
日
㈬
～

　

11
月
14
日
㈪

○
提
出
先

　

新
規
入
会
希
望
の
方
は
、
児

童
館
又
は
教
育
委
員
会
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

継
続
入
会
希
望
の
方
は
、
各

ク
ラ
ブ
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
泉
崎
村
児
童
館

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
３
６
３
５

問
村
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３
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泉
崎
村
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
の
お
知
ら
せ

　

泉
崎
村
の
事
業
と
し
て
、
平

成
29
年
３
月
に
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
１
・
２
年
生
を
対
象
に

春
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
、

グ
ア
ム
島
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

体
験
、
学
校
訪
問
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

海
外
を
体
験
し
た
い
方
は
、

是
非
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
主
催

　

泉
崎
村
教
育
委
員
会

○
場
所

　

グ
ア
ム
島

○
期
日

　

平
成
29
年
３
月
26
日
㈰
～

　

29
日
㈬
３
泊
４
日

○
対
象

　

泉
崎
中
学
校
１
・
２
年
生
15

名
程
度

○
費
用　

自
己
負
担
金
７
万
円
／
１
名

※
パ
ス
ポ
ー
ト
、
保
険
代
等
は

別
途
個
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
申
込
期
間　

中
学
校
を
通
し

て
募
集
し
ま
す
。
（
10
月
中
旬

を
予
定
）

○
主
な
日
程

１
日
目　

泉
崎
村
出
発
：
移
動

日
（
ホ
テ
ル
）

２
日
目　

学
校
交
流
（
授
業
参

加
、
文
化
交
流
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
）
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
対

面
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

３
日
目　

史
跡
見
学（
観
光
等
）、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
体
験（
ホ
テ
ル
）

４
日
目　

グ
ア
ム
島
出
発
：
移

動
日
（
泉
崎
村
へ
帰
村
）

問
村
教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー

プ☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

　

10
月
29
日
㈯
～
10
月
30
日
㈰

に
泉
崎
村
中
央
公
民
館
に
お
い

て
「
第
42
回
泉
崎
村
村
民
文
化

祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

文
化
祭
は
学
童
を
は
じ
め
広

く
村
民
の
皆
さ
ま
の
絵
画
や
書

道
、
手
作
り
工
芸
品
や
高
齢
者

作
品
な
ど
多
数
展
示
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
・
国
際
交

流
協
会
に
よ
る
出
展
、
福
祉
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
健
康
福
祉
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ

ー
（
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
）
を
設
け
、

村
民
一
体
と
な
っ
て
文
化
祭
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

素
敵
な
お
土
産
も
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

問
村
中
央
公
民
館

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
２
５
８

村
民
文
化
祭

川
　
柳
　
　
　

気
ま
ぐ
れ
に
懐
メ
ロ
歌
い
気
が
和
む　
　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

気
ま
ぐ
れ
に
口
笛
吹
い
て
上
機
嫌　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

め
っ
き
り
と
川
面
の
流
れ
初
夏
の
風　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

め
っ
き
り
と
鏡
の
中
の
老
い
た
顔　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

気
ま
ぐ
れ
な
優
柔
不
断
身
が
つ
か
れ　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

め
っ
き
り
と
老
い
た
我
が
身
を
い
と
お
し
む　
　
　

菊
地　

汀
舟

俚
　
謡
　　
　

花
火
の
音
に
さ
そ
わ
れ
な
が
ら
夜
空
の
光
遠
く
見
る

静
か
な
風
に
穏
や
か
陽
ざ
し
、
紅
葉
目
に
入
る
秋
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

家
族
と
共
に
花
火
を
見
上
げ
幸
せ
な
日
が
懐
か
し
い

望
む
所
は
明
る
く
元
気
気
配
り
上
手
に
今
日
も
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

田
畑
山
越
え
仲
良
く
作
業
、
今
日
の
疲
れ
が
肩
に
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

道
子

曲
が
り
く
ね
っ
た
紅
葉
の
道
を
車
走
ら
す
秋
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
子
田
光
子

急
に
鳴
き
出
す
蛙
の
声
に
待
っ
て
ま
し
た
と
雨
が
降
る

夫
と
一
緒
に
声
か
け
な
が
ら
紅
葉
眺
め
る
里
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

貴
女
好
き
だ
と
く
ど
い
て
見
た
ら
花
火
の
如
く
燃
え
上
が
る

秋
の
野
山
の
散
葉
の
ご
と
く
寂
し
さ
つ
の
る
老
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

打
ち
上
げ
花
火
の
お
お
き
な
音
を
と
色
も
鮮
や
か
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢
ミ
サ
子

今
の
暮
ら
し
が
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
、
続
い
て
欲
し
い
我
が
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

幸
子

澄
ん
だ
夜
空
に
声
高
々
と
枕
辺
に
聞
く
蛙
歌

夕
暮
れ
せ
ま
る
野
菊
の
花
に
、
名
残
り
惜
し
ん
で
蝶
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ



泉
崎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

福
島
県
大
会
優
勝

　

８
月
28
日
㈰
棚
倉
町
総
合

運
動
広
場
で
開
か
れ
た
第
14

回
福
島
県
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
男
子
の
部
で
泉
崎
チ

ー
ム
が
同
大
会
初
優
勝
を
飾

り
、
久
保
木
村
長
に
優
勝
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
県
内
か
ら
各
支

部
の
選
抜
、
男
女
各
16
チ
ー

ム
が
集
ま
り
、
予
選
リ
ー
グ

・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
争

わ
れ
、
見
事
に
泉
崎
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
泉
崎
チ
ー
ム

は
来
年
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

泉
崎
チ
ー
ム
選
手

小
林
直
美
（
富
久
保
）

山
内
治
彦
（
根
岸
前
）

川
原　

学
（
天
王
山
）

窪
木
伸
典
（
八
雲
神
社
）

薄
井
幸
男
（
中
島
）

村
学
校
保
健
委
員
会
開
催

　

８
月
24
日
㈬
、
泉
崎
中
学

校
で
教
育
委
員
会
関
係
者
・

学
校
医
・
村
保
健
師
・
保
護

者
代
表
・
各
学
校
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
児
童
生
徒
の

健
康
問
題
に
つ
い
て
話
し
合

う
泉
崎
村
学
校
保
健
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
泉

崎
っ
子
の
望
ま
し
い
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
育
成
を

め
ざ
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
昨
年
度
と
比
較
し
、

泉
崎
っ
子
の
実
態
を
探
り
、

幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
メ
デ

ィ
ア
の
中
で
係
わ
る
問
題
点

に
つ
い
て
、
各
学
校
で
の
取

り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
メ
デ
ィ
ア
と
の
上

手
な
つ
き
合
い
方
に
つ
い
て

指
導
し
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
メ
デ
ィ
ア
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
者
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
及
び
作
品
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

﹁
あ
り
が
と
う　

携
帯
じ
ゃ
な

く　

言
葉
で
ね
」

　

鈴
木　

斗
愛
（
一
小
３
年
）

﹁
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア　

家
族
団
ら

ん　

い
い
笑
顔
」

　

菊
地　

美
裕
（
二
小
６
年
）

﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
よ
り　

直
接
話
そ

う　

友
達
と
」

　

野
崎
飛
美
希（
中
学
２
年
）

優
秀
賞

﹁
何
気
な
い　

ラ
イ
ン
ひ
と
つ

で　

傷
の
こ
る
」

　

鈴
木　

心
愛
（
一
小
５
年
）

﹁
す
い
よ
う
び　

テ
レ
ビ
を
見

な
い
で　

は
な
そ
う
よ
」

　

桂　
　

愛
紗
（
二
小
１
年
）

﹁
メ
デ
ィ
ア
よ
り　

普
通
に　

勉
強
が
好
き
！
」

　

長
久
保
太
陽
（
中
学
１
年
）

佳
　
作

﹁
ゲ
ー
ム
よ
り　

家
族
と
一
緒

に　

楽
し
も
う
！
」

　

半
澤　

旺
雅
（
一
小
４
年
）

﹁
心
と
目　

お
た
が
い
合
わ
せ

て　

会
話
デ
ー
」

　

鈴
木
穂
乃
花
（
二
小
３
年
）

﹁
メ
デ
ィ
ア
オ
フ　

家
族
の
会

話
に　

ス
イ
ッ
チ
オ
ン
」

　

田
﨑　

杏
美
（
中
学
１
年
）

保
育
所
親
子
運
動
会

　

９
月
９
日
㈮
保
育
所
ホ
ー

ル
に
お
い
て
２
歳
児
に
よ
る

「
親
子
運
動
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

体
操
や
リ
ズ
ム
、
玉
入
れ
、

そ
し
て
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
７
つ
の
競
技
が
行
わ
れ
、

我
が
子
が
走
る
姿
に
保
護
者

の
方
々
も
大
き
な
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
後
の
昼
食
に
は
お

家
の
人
と
一
緒
に
手
作
り
弁

当
を
食
べ
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
褒
美
と
し
て
父

母
の
会
か
ら
金
メ
ダ
ル
が
贈

ら
れ
担
任
に
か
け
て
も
ら
い

と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
子
ど

も
達
で
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
保

護
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
学
校
新
入
学
生
へ
防
犯
啓

発
グ
ッ
ズ
を
贈
呈

　

９
月
５
日
㈪
中
学
校
校
長

室
に
お
い
て
、
新
入
学
生
徒

（
代
表 

穂
積
育
実
さ
ん
）

55
名
に
対
し
泉
崎
村
防
犯
指

導
隊
の
須
藤
俊
夫
隊
長
よ
り

自
転
車
事
故
防
止
の
た
め
の

い
ず
み
ち
ゃ
ん
反
射
材
、
保

護
司
会
の
円
谷
康
夫
氏
よ
り

筆
記
用
具
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

広報
いずみざき ６



支
部
対
抗
男
子
・
女
子
綱
引

大
会

　

９
月
３
日
㈯
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
47
回
支
部
対
抗
男

子
綱
引
大
会
・
第
35
回
支
部

対
抗
女
子
綱
引
大
会
に
男
子

５
支
部
・
女
子
４
支
部
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

男
子

優　

勝　

関
和
久
支
部

準
優
勝　

原
支
部

３　

位　

北
平
山
支
部

　
　
　
　

踏
瀬
支
部

 

女
子

優　

勝　

踏
瀬
支
部

準
優
勝　

関
和
久
支
部

３　

位　

北
平
山
支
部

　
　
　
　

原
支
部

県
総
合
体
育
大
会
県
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
県
南
地
域
大
会

　

８
月
21
日
㈰
に
塙
町
内
に

お
い
て
第
69
回
福
島
県
総
合

体
育
大
会
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
県
南
地
域
大
会
が
開
催
さ

れ
、
当
村
か
ら
三
種
目
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

３
位　

卓
球

３
位　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

３
位　

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
学
校
英
語
弁
論
大
会
県
大

会
出
場
激
励
金
交
付

　

９
月
８
日
㈭
、
役
場
に
お

い
て
「
第
65
回
福
島
県
下
中

学
校
英
語
弁
論
大
会
」
に
出

場
す
る
三
村
友
里
菜
さ
ん
︵

中
学
２
年
︶
と
小
玉
瑞
葵
君

︵
同
２
年
︶
に
村
長
よ
り
、

県
大
会
出
場
を
祝
っ
て
激
励

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
村
さ
ん
と
小
玉
君
は
、

８
月
31
日
、
東
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
支
部
予
選

大
会
に
お
い
て
暗
唱
の
部
で

三
村
さ
ん
が
１
位
、
小
玉
君

が
２
位
と
い
う
成
績
で
支
部

大
会
を
通
過
し
、
県
大
会
出

場
の
権
利
を
得
ま
し
た
。

　

小
林
中
学
校
校
長
、
担
当

の
室
井
先
生
が
同
席
し
ま
し

た
。
二
人
は
、村
長
よ
り「
持

て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
て

来
て
く
だ
さ
い
。
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
受
け
る
と
と
も

に
激
励
金
を
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

い
ず
み
ざ
き
婦
人
会

烏
峠
の
清
掃
作
業
を
実
施

　

８
月
27
日
㈯
の
早
朝
か
ら
、

い
ず
み
ざ
き
婦
人
会
の
皆
さ

ん
が
、
烏
峠
の
清
掃
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

清
掃
に
は
20
名
が
参
加
さ

れ
、
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
な

ど
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
道
や
円
満
平
を
中
心
に

ト
イ
レ
や
駐
車
場
な
ど
も
清

掃
し
て
い
た
だ
き
大
変
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
み
ざ
き
婦
人
会
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

福
島
民
報
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
・
協
会
長
杯
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会

　

８
月
21
日
㈰
、
村
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
第
36
回

福
島
民
報
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
・
第
14
回
協
会
長
杯
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優　

勝　

泉
崎
タ
イ
ガ
ー
ス

準
優
勝　

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ

　
　
　
　

ー
ズ

３　

位　

福
島
岩
通
ソ
フ
ト

　
　
　
　

ボ
ー
ル
部

３　

位　

豪
酒
倶
楽
部

広報
いずみざき7

　

な
お
、
９
月
９
日
㈮
に
行

わ
れ
た
県
大
会
で
は
小
玉
君

が
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
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夢
み
な
み
Ｇ
Ｇ
大
会
開
催

　

８
月
２
日
㈫
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
第
21
回
Ｊ
Ａ

夢
み
な
み
農
業
協
同
組
合
長

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
側
か
ら
、
Ｊ
Ａ
夢

み
な
み
農
業
協
同
組
合
泉
崎

支
店
の
瀬
尾
支
店
長
よ
り
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
協
賛
で
頂
い
た
、

は
と
麦
茶
を
飲
み
な
が
ら
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

県
南
自
動
車
学
校
杯
Ｇ
Ｇ
泉

崎
予
選
会
開
催

　

８
月
23
日
㈫
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
第
17
回
㈱
県

南
自
動
車
学
校
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
泉
崎
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
11
月
に
行
わ

れ
る
県
南
自
動
車
学
校
杯
の

本
選
へ
の
出
場
権
を
か
け
た

予
選
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
県
南
自
動
車
学

校
の
方
が
挨
拶
を
さ
れ
、
参

加
者
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

だ
け
で
は
な
く
、
運
転
の
高

齢
者
講
習
な
ど
交
通
安
全
に

も
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

泉
崎
新
聞
販
売
セ
ン
タ
ー
杯

Ｇ
Ｇ
大
会
開
催

　

８
月
26
日
㈮
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
第
１
回
㈱
泉

崎
新
聞
販
売
セ
ン
タ
ー
杯
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
10
月
に
行
わ

れ
る
福
島
民
報
杯
福
島
県
大

会
の
出
場
者
を
決
め
る
、
泉

崎
の
予
選
会
と
し
て
泉
崎
新

聞
販
売
セ
ン
タ
ー
か
ら
協
賛

を
頂
き
今
回
初
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

泉
崎
中
学
校
生
徒
に
よ
る

周
辺
美
化
活
動

　

９
月
２
日
㈮
、
中
学
校
で

全
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
生
徒
参
加
に
よ
っ
て
学

校
周
囲
や
泉
崎
駅
前
な
ど
の

施
設
の
ゴ
ミ
拾
い
を
中
心
と

す
る
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
、

燃
え
る
ご
み
が
25
㎏
、
燃
え

な
い
ご
み
が
８
㎏
回
収
さ
れ

ま
し
た
。

　

泉
崎
中
学
校
で
は
、
全
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る

周
辺
美
化
活
動
を
年
に
２
回

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
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お客様の喜び

個
人
の
部

優　

勝　

黒
崎
汎
視︵
八
雲
）

準
優
勝　

酒
井
一
夫︵
宿
舘
）

３　

位　

松
田
カ
ツ
子

　
　
　
　
　
　
　
︵
瀬
知
房
）

団
体
の
部

優　

勝　

八　

雲

準
優
勝　

天
王
台

３　

位　

瀬
知
房

個
人
の
部

優　

勝　

酒
井
一
夫︵
宿
舘
）

準
優
勝　

小
林
信
子︵
宿
舘
）

３　

位　

小
林
規
浩︵
八
雲
）

団
体
の
部

優　

勝　

宿
舘

準
優
勝　

八
雲

３　

位　

関
和
久

男
子
の
部

優　

勝　

黒
崎
汎
視︵
八
雲
）

準
優
勝　

飯
田
磁
男

　
　
　
　
　
　

︵
天
王
山
）

３　

位　

窪
木
伸
典︵
八
雲
）

女
子
の
部

優　

勝　

金
子
文
江︵
桎
内
）

準
優
勝　

小
林
貞
子︵
八
雲
）

３　

位　

松
田
カ
ツ
子

　
　
　
　
　
　

︵
瀬
知
房
）

団
体
の
部

優　

勝　

八　

雲

準
優
勝　

天
王
台

３　

位　

峠



福
島
労
働
局
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
特
別
相
談
窓
口
」

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
・
８
０
０
４
６
１
１

○
事
業
主
・
人
事
労
務
担
当
者

等
向
け
に
県
内
４
会
場
で
改
正

法
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ︵http://fukushim

a
-roudoukyoku.jsite.m

hlw
.

go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
９

 

農
業
者
の
皆
さ
ん
　
農

業
者
年
金
に
加
入
し
ま

せ
ん
か
！

　

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
数

の
変
化
や
財
政
事
情
に
左
右
さ

れ
な
い
安
全
・
安
心
な
公
的
年

金
で
す
。

○
農
業
者
年
金
の
特
徴

①
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
加
入

で
き
ま
す
。
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10周年記念感謝祭
2016年10月15日(土) 10～14時（店舗営業は18時まで）
少雨決行。悪天の場合は16日㈰に順延
感謝をこめて記念祭を開催します。
野菜10円祭り、おまけつき餅まき、
スタンプラリーなどの企画が満載です。
ぜひお立ち寄り下さい！

秋
の
行
政
相
談
会

　

10
月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
︵
国
、

県
及
び
市
町
村
）
や
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ

と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望

し
た
い
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
も
の
で
す
。

　

泉
崎
村
に
お
い
て
は
、
行
政

相
談
週
間
中
特
別
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
20
日
㈭

　

10
：
00
～
12
：
00
、

　

13
：
00
～
15
：
00

○
場
所　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

○
相
談
員　
箭
内　

憲
勝

　

住
所　

踏
瀬
字
踏
瀬
18

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
６
７
６

　

︵
自
宅
）

無
料
法
律
相
談

　

福
島
県
弁
護
士
会
白
河
支
部

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

相
　
　
談

案
　
　
内

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

○
日
時　
10
月
25
日
㈫

　

13
：
00
～
16
：
00

〇
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
応
相
談

〇
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
10
月
８
日
㈯

　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　
村
民
生
委
員

　

北
澤
正
巳
・
草
野
拓

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
特

別
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
１
日
よ
り
法

律
が
改
正
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
マ

タ
ハ
ラ
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
措
置
が
事
業
主
に
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
育
児
休

業
や
介
護
休
業
な
ど
が
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

○
９
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま

で
の
期
間
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
特
別
相
談
窓
口
」
を
開
設

し
、
労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の

マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
相
談
を
集
中

的
に
受
け
付
け
ま
す
。
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②
自
ら
積
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る「
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）
」
の
年
金
で
す
。

③
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
備
え
た
方
に
対
し
、
保
険

料
の
国
庫
補
助
（
政
策
支
援
）

が
あ
り
ま
す
。

④
保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か

ら
６
万
７
千
円
ま
で
、
千
円
単

位
で
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

⑤
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額

（
最
高
年
額
80
万
４
千
円
）
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
受
け
取
る
年
金
も
公

的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

⑥
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
年
金
が

受
け
ら
れ
、
80
歳
保
証
付
き

（
加
入
者
・
受
給
者
の
方
が
80

歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で
あ

っ
た
年
金
を
遺
族
の
方
に
「
死

亡
一
時
金
」
と
し
て
支
給
）
の

終
身
年
金
で
す
。

　

加
入
申
込
み
や
ご
相
談
は
、

村
農
業
委
員
会
又
は
最
寄
り
の

Ｊ
Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
泉
崎
村
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
！

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
、
電
話
相
談
の
取

組
を
強
化
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
以
外
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
。
）
で
も
、

８
：
30
～
17
：
15
ま
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

○
期
間
　
11
月
14
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　

11
月
20
日
㈰

○
時
間　
８
：
30
～
19
：
00

※
11
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
は
、

10
：
00
～
17
：
00

○
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

○
開
催
期
日

　

12
月
１
日
㈭
、
２
日
㈮

○
会
場　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白

河
（
白
河
市
）

○
申
込
期
間

10
月
31
日
㈪
～
11
月
７
日
㈪

（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

○
申
込
先　
白
河
地
方
広
域
市

町
村
圏
消
防
本
部
又
は
各
消
防

署
・
分
署

○
受
講
定
数　
80
名
程
度

○
受
講
資
格　
当
該
防
火
対
象

物
に
お
い
て
、
防
火
管
理
上
必

要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監

督
的
地
位
に
あ
る
者
又
は
そ
の

地
位
に
就
く
見
込
み
の
者
。

○
修
了
証　
講
習
の
全
課
程
を

修
了
し
た
者
に
対
し
、
防
火
管

理
者
と
し
て
の
資
格
を
取
得
し

た
旨
の
修
了
証
を
交
付
す
る
。

問
白
河
地
方
広
域
圏
消
防
本
部

消
防
課

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
２
１
７
０

出
前
講
座
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど
に

お
伺
い
し
、
「
お
こ
づ
か
い
帳

を
つ
け
よ
う
（
小
学
生
向
け
）
」

「
日
本
の
財
政
を
考
え
よ
う（
一

般
・
高
齢
者
向
け
）」「
な
り
す

ま
し
詐
欺
被
害
防
止
（
高
齢
者

向
け
）」な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で

出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
総

務
課

☎
０
２
４
・
５
３
５
・
０
３
０
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生

活
事
業
で
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
に
教
育

貸
付
を
し
て
い
ま
す
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
公
的

な
制
度
で
す
。

〇
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方　

融

資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学

・
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、

子
供
の
人
数
に
応
じ
、
子
供
の

人
数
が
１
人
の
場
合
は
給
与
所

得
者
は
790
万
円
以
内
（
事
業
所

得
者
は
590
万
円
以
内
）
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〇
融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人

に
つ
き
350
万
円
以
内

〇
利
率　
年
１
・
90
％
（
平
成

28
年
５
月
10
日
現
在
）

〇
返
済
期
間　
15
年
以
内
（
母

子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
交
通
遺

児
家
庭
の
方
な
ど
は
３
年
の
延

長
が
可
能
）

〇
使
い
み
ち　
入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
な
ど

〇
返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等

返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済

も
可
能
）

〇
保
証　
（
公
益
）
教
育
資
金

融
資
保
証
基
金
（
ま
た
は
連
帯

保
証
人
１
名
以
上
）

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
入
学
試
験

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
３

校
（
郡
山
・
会
津
・
浜)

で
は
、

平
成
29
年
度
生
の
入
学
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

２
年
間
の
高
度
な
職
業
訓
練
を

実
施
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発

施
設
で
す
。
卒
業
生
の
就
職
率

は
100
％
で
す
。

　

出
身
学
科
を
問
わ
ず
、
機
械

系
、
電
気
電
子
系
・
建
築
系
・

観
光
系
な
ど
の
福
島
県
内
で
求

め
ら
れ
る
技
術
技
能
を
習
得
す

る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

○
一
般
入
学
試
験
出
願
期
間

10
月
28
日
㈮
～
11
月
４
日
㈮

○
一
般
入
学
試
験
日

11
月
11
日
㈮

問
福
島
県
庁
産
業
人
材
育
成
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
８
２
９

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責

共
済
の
ご
案
内

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
平
成
27
年
の
事
故
発
生
件

数
は
約
53
万
件
、
死
傷
者
数
は

約
67
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の

部
分
で
あ
り
、
被
害
者
に
と
っ

て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、「
交

通
事
故
被
害
者
を
救
済
す
る
基

本
的
な
対
人
賠
償
の
確
保
」
と
、

万
一
「
交
通
事
故
の
加
害
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
経
済

的
負
担
を
補
う
」
制
度
で
あ
り
、

す
べ
て
の
ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
１

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自

賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要
性
、

保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の

し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・

認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

○
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基

づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠

責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す

る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
福
島
運
輸
支
局
輸
送
・
監
査

部
門

☎
０
２
４
・
５
４
６
・
０
３
４
３

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正

軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
せ
ら
れ
る
県
税
で

あ
る
軽
油
引
取
税
を
脱
税
す
る

目
的
で
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ

る
燃
料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正
軽

油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て

販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な

脱
税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染

や
エ
ン
ジ
ン
故
障
の
原
因
、
公

正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
更
に

は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な

い
。
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に

は
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と

情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
庁
税
務
課
ま

た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局
県

税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
０
５
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FAX
０
２
４
・
５
２
１
・
７
９
０
５

問
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
９

FAX
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
２
１

自
動
車
点
検
整
備
推
進

運
動

重
点
実
施
期
間
９
月
～
10
月

　

点
検
・
整
備
で
は
じ
め
よ
う
、

安
心
ク
ル
マ
生
活
。
あ
な
た
と

家
族
の
笑
顔
を
守
る
点
検
・
整

備
。
安
全
確
保
と
環
境
保
全
に

は
、
ク
ル
マ
の
点
検
整
備
が
必

要
で
す
。

問
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福

島
運
輸
支
局

☎
０
２
４
・
５
４
６
・
０
３
４
２

問
福
島
県
自
動
車
適
正
使
用
推

進
協
議
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
４
６
・
３
４
５
１

 

つ
つ
が
虫
病
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

例
年
、
春
か
ら
初
夏
、
秋
か

ら
初
冬
に
患
者
発
生
の
ピ
ー
ク

が
あ
り
ま
す
。
県
南
地
域
は
特

に
10
月
か
ら
12
月
の
時
期
に
集

中
し
て
い
ま
す
。

○
つ
つ
が
虫
病
は

　
　
　
　
　
ど
ん
な
病
気
？

　

病
原
体
（
つ
つ
が
虫
病
リ
ケ

ッ
チ
ア
）
を
保
有
す
る
ツ
ツ
ガ

ム
シ
（
ダ
ニ
）
の
幼
虫
に
刺
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
皮
感
染

す
る
急
性
感
染
症
で
す
。
ヒ
ト

か
ら
ヒ
ト
に
は
直
接
感
染
し
ま

せ
ん
。
発
生
の
時
期
は 

春
～

初
夏
、
秋
～
冬
。

○
つ
つ
が
虫
病
の
症
状
は
？

　

潜
伏
期
は
５
～
14
日
前
後
。

症
状
は
発
熱
（
38
～
40
℃
）
、

発
疹
（
発
熱
か
ら
３
～
５
日
後

位
）
、
皮
膚
に
か
さ
ぶ
た
を
伴

っ
た
特
徴
的
な
刺
し
口
、
頭
痛
、

倦
怠
感
、
肝
機
能
障
害
等
。

※
治
療
が
遅
れ
る
と
命
に
関
わ

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

○
つ
つ
が
虫
病
の

　
　
　
　
　
予
防
方
法
は
？

　

山
、
草
地
に
入
る
場
合
や
農

作
業
を
行
う
場
合
は
、
ツ
ツ
ガ

ム
シ
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
ゴ
ム
長
靴
、

ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、
肌
の
露

出
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

　

衣
類
を
草
む
ら
に
置
い
た
り
、

草
む
ら
に
直
接
座
っ
た
り
、
寝

転
ん
だ
り
、
用
便
を
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
（
医
薬
品

【
デ
ィ
ー
ト
12
％
含
有
】
等
）

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
後
は
、
入
浴
や
シ
ャ
ワ

ー
な
ど
し
て
、
万
一
付
着
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
ツ
ツ
ガ
ム

シ
を
洗
い
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

着
用
し
て
い
た
衣
類
は
着
替

え
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
洗
濯

し
ま
し
ょ
う
。

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
医
療

薬
事
課
感
染
症
予
防
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
６
４
０
５

 

泉
崎
横
穴
墓
一
般
公
開

○
所
在
地

　

泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
白
石
山

○
造
営
時
期

　

６
世
紀
～
７
世
紀
初
頭

○
公
開
日

　

10
月
８
日
㈯

○
時
間

　

午
前
の
部
10
：
00
～
12
：
00

　

午
後
の
部
13
：
00
～
15
：
00

※
装
飾
壁
画
保
存
の
た
め
限
ら

れ
た
時
間
の
公
開
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
村
教
育
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
４
７
７
７

出
前
元
気
は
つ
ら
つ
教

室
全
体
交
流
会
開
催
の

お
知
ら
せ

○
日
時　
11
月
10
日
㈭

　

13
：
30
～
15
：
15

○
場
所　
泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

○
健
康
講
話

　

講
師　

泉
崎
南
東
北
診
療
所

　
　
　

所
長　

小
林
利
男
先
生

○
音
楽
療
法

　

講
師　

音
楽
療
法
士

　
　
　
　

近
藤
美
智
子
先
生

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

白
河
集
古
苑　

特
別
企

画
展

「
松
平
家
と
松
浦
家　

蓁
姫
の
婚
礼
調
度
と
松

浦
家
の
名
宝
」

　

白
河
藩
主
松
平
定
信
は
、
娘

の
蓁
姫
を
平
戸
藩
（
長
崎
県
）

の
藩
主
松
浦
家
に
嫁
が
せ
ま
し

た
。
そ
の
際
の
華
麗
な
婚
礼
調

度
品
や
雛
人
形
、
名
門
松
浦
家

に
伝
来
す
る
名
宝
の
数
々
を
、

東
北
地
方
で
初
め
て
一
堂
に
展

示
し
ま
す
。

○
会
期　
９
月
10
日
㈯
～
11
月

６
日
㈰
９
：
00
～
17
：
00
（
入

館
は
16
：
30
ま
で
）

○
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

○
入
館
料　
大
人
320
円
（
20
名

以
上
団
体
250
円)

、
小
中
高
生
無

料○
会
場　
白
河
集
古
苑

問
白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
２
３
１
０

催　
　

し



■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

〇
日
時　

10
月
15
日
㈯

　
　
　
　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診

室〇
入
場
料　

無
料

〇
演
題
「
認
知
症
の
お
話
」

〇
講
師
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診療所外来10月担当医

月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科
10/13,20,27

小林奈美江
眼科

内藤　梓
消化器内科・外科
　10/8,22,29

小児科医師
10/13

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

 10/1,15

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
　10/8,22,29

緑川博文
心臓血管外科

10/3

小児科医師
10/13

（下段の日付は診察日の記載になります！）
※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせく
　ださい。
※10月6日（木）午前中は内藤先生不在となります。
※小児科の受付は14：30までとなります。水曜日の受付は 14：30までとなります。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
    　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

※８月より眼科の診察日が金曜日に変更になりました

10/3（月）午後
（14：00 ～ 16：30）

10/13（木）
小児科 受付 14：30 まで

　

８
回
目
と
な
る
「
い
ず
み
ざ

き
南
東
北
祭
り
」
が
８
月
21
日

㈰
に
施
設
内
駐
車
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
多
数
ご
来
場
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
は
村
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
い
ず
み
ち
ゃ
ん
」
が
登

場
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
人
気

を
集
め
た
ほ
か
、
か
き
氷
や
冷

た
い
飲
み
物
が
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
る
な
ど
、
夏
を
満
喫
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

第
８
回
い
ず
み
ざ
き
南
東
北
祭
り

第
８
回　
い
ず
み
ざ
き
南

東
北
祭
り
を
終
え
て
…

　

第
８
回
い
ず
み
ざ
き
南

東
北
祭
り
は
台
風
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

好
天
に
恵
ま
れ
成
功
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

例
年
の
よ
う
に
幼
稚
園

児
か
ら
小
学
生
、
ス
プ
リ

ン
グ
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
皆
様
、
踊
り
、
歌
、

レ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
皆

様
、
よ
さ
こ
い
演
舞
、
塙

工
業
高
校
和
太
鼓
の
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
ず
み
ざ
き
南
東

北
祭
り
は
参
加
人
数

も
多
く
、
地
域
に
密

着
し
た
恒
例
行
事
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域

に
根
差
し
た
診
療
所
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と

し
て
貢
献
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

施
設
長　

小
林
利
男

総合南東北病院
神経内科

土屋真理夫先生
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福祉グループ　☎５４・１３３５

総合検診の追加検診のお知らせ
あなたに受けてほしい検診があります。今年度、検診を受けられるラストチャンス！
　平成28年11月19日㈯村保健福祉総合センターで総合検診の追加検診を実施します。
　今年度の総合検診（集団・施設）を受けていない方が対象です。
　今年度検診を受けられるラストチャンスです。ぜひ検診を受けましょう。
追加検診で受けられる検診

種　類 対　象　者 検　査　方　法 費　　用 実施場所

胃がん検診 30歳以上
問診　
胃部エックス線検査（バリウム
検査）

4,428円相当の検診が無料
でうけられます。

＜集団検診＞
11月19日㈯村保
健福祉総合セン
ターで実施しま
す。

肺がん検診 19歳以上 問診　
胸部エックス線検査

1,080円相当の検診が無料
で受けられます。

大腸がん検診 40歳以上
問診
便潜血反応検査（検査キットで
大便を2日分とります）

1,360円相当の検診が無料
で受けられます。

前立腺がん検診 50歳以上の男性 血液検査（血液中のPSAを測定
します）

2.160円相当の検診が無料
で受けられます。

特定健康診査
国民健康保険加入
者で40歳～74歳ま
での方

問診・身体計測・尿検査・血圧
測定・血液検査・医師の診察、
眼底検査・心電図検査等

9,715円相当の検診が無料
で受けられます。

高齢者健診 75歳以上
問診・身体計測・尿検査・血圧
測定・血液検査・医師の診察、
眼底検査・心電図検査等

9,715円相当の検診が無料
で受けられます。

肝炎ウイルス
検診

40・45・50・55・
60・65・70歳※過
去に検査を受けた
ことがない方が対
象

血液検査（Ｃ型・Ｂ型肝炎検
査）

2,411円相当の検診が無料
で受けられます。

種　類 対　象　者 検　査　方　法 費　　用 実施場所

乳がん検診 40歳以上偶数年齢
の女性

問診　
視触診　マンモグラフィ検査

7,600円相当の検診が無料
で受けられます。 ＜施設検診＞

12月22日㈭まで
指定医療機関で
受けられます。子宮頸がん検診 20歳以上の女性

問診　
子宮頚部細胞診（ブラシなどで
細胞をこすり取ります）

7,840円相当の検診が700
円で受けられます。※集
団検診は無料

※泉崎村では、集団検診は無料で受けられます。
※詳しくは、村住民福祉課福祉グループ（保健福祉総合センター内）へお問い合わせください。（電話０２４８・５４・１３３５）

乳がん・子宮がん施設検診
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一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
ONE　PIECE　巻82“ざわつく
世界”　尾田　栄一郎著／集英社

(2016年刊)

かいけつゾロリたべられる！！
原　ゆたか著／ポプラ社

(2004年刊)

しずくちゃん　26　ホラーハウスへ
ようこそ　　　　ぎぼ　りつこ著

岩崎書店(2016年刊)

求愛
瀬戸内　寂聴著／集英社

(2016年刊)

白いイルカの浜辺
ジル・ルイス著／評論社

(2015年刊)

はらぺこあおむし　改訂
エリック・カール著／偕成社

(1986年刊)

また、同じ夢をみていた
住野　よる著／双葉社

(2016年刊)

ロード―キャンピングカーは北へ
山口　理著／文研出版

(2014年刊)

こぶとりじいさん　日本むかしば
なし　　　　　いもと　ようこ著

金の星社(2009年刊)

海の見える理髪店
荻原　浩著／集英社

(2016年刊)

ＡＢＣ！曙第二中学校放送部
市川　朔久子著／講談社

(2015年刊)

もったいないばあさんのてんごく
とじごくのはなし  真珠 まりこ著

講談社(2014年刊)

コンビニ人間
村田　沙耶香著／文藝春秋

(2016年刊)

なぎさくん、男子になる
令丈　ヒロ子著／ポプラ社

(2015年刊)

げんこつやまがあったとさ　わら
べうたえほん　　間所　ひさこ著

ＰＨＰ研究所(2015年刊)

１

３
２

４
５

８月の人気の本　べスト５

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：2016.８.１～８.31

『美しい日本の百名山』　　　
　　　　　　　　　　　　　ＰＩＥ　ＢＯＯＫＳ編著パイインターナショナル（２０１６年刊）
　人はなぜ、きれいな山に惹かれるのだろう。各地にある美しい山々の絶景を写真で届けます。
山名や標高、都道府県などの基礎知識なども紹介しています。これからの秋の夜長にゆっくりと
眺めてみませんか。

《おすすめの本》

《図書館からのお知らせ》
　９月８日㈭、９日㈮中学２年生４名が今年も職場体験に来ました。１日目は図書館につい
て学んだ後、返却された本を本棚に戻したり、読み聞かせの実践をしたりしました。２日目
は、生徒たちが自分たちでテーマや本を選書し特集コーナーを作成しました。今年のテーマ
は『中学生がすすめるフリー特集コーナー』です。装飾やＰＯＰなど工夫がされていますの
で、ぜひ一度ご覧ください。
　生徒たちが子どもたちにおすすめする本は、小さい時に読んだ五味太郎著「きんぎょがに
げた」、島田ゆか著「バムとケロ」のシリーズ、小学生の時に読んだダミアン・ディベン著
「ヒストリーキーパーズ上・下」、梨屋アリエ著「ココロ屋」です。

１０月２７日～１１月９日は読書週間です。文化の日を中心とした２週間が読書週
間と定められました。この機会に本と触れあってみませんか。

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。
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今 月 の 行 事　　【10月10日～11月９日】

10
（月）休日窓口開庁日（役場・社協）

11
（火）

貯筋会
フラダンス教室

●可燃ごみ

12
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

13
（木）

14
（金）

県下小中学校音楽祭　合奏
泉っ子ウォークラリー

成人学級遠足研修
出前教室

●可燃ごみ

15
（土）

もちつき会（2 歳児）
休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（日）

剪定教室研修旅行
絵画教室

消防団秋季検閲
休日窓口開庁日（役場・社協）

17
（月）
18
（火）

貯筋会
フラダンス教室

●可燃ごみ

19
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

20
（木）

秋の行政相談会
東西公立幼稚園研修会（休園）

21
（金）

なかよしクラブ
●可燃ごみ■不燃ごみ

22
（土）

おはなし会
白樺祭

休日窓口開庁日（役場・社協）

23
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（月）

25
（火）

貯筋会
フラダンス教室
無料法律相談
祖父母参観、一般参観、新入園児参観
手作り弁当の日、学校自由参観

●可燃ごみ

26
（水）

英会話教室
学校自由参観

▲資源ごみ

27
（木）

マラソン大会
3 歳児健診（フッ素塗布）

28
（金）●可燃ごみ

29
（土）

村民文化祭
休肝日
休日窓口開庁日（役場・社協）

30
（日）

村民文化祭
休日窓口開庁日（役場・社協）

31
（月）

水道料金第４期納入期限
村営住宅使用料 10 月分納入期限
村県民税第３期納期限
国民健康保険税第４期納期限
介護保険料第４期納期限
後期高齢者医療保険料第３期納期限

11/1
（火）

貯筋会
学校自由参観
三者相談
なかよしクラブ自由参加日

●可燃ごみ

2
（水）

英会話教室
学校自由参観、手作り弁当の日
三者相談
ノーメディアデイ

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

3
（木）休日窓口開庁日（役場・社協）

4
（金）

三者相談
●可燃ごみ■不燃ごみ

5
（土）

・ 学習発表会
休日窓口開庁日（役場・社協）

6
（日）

絵画教室
協会長杯ソフトボール大会

休日窓口開庁日（役場・社協）

7
（月）

クック＆クッキング
三者相談
・ 繰替休業日

8
（火）

三者相談
貯筋会
歯科クリニック（フッ素塗布）

●可燃ごみ

9
（水）

英会話教室
三者相談
防火呼びかけ
・ 県学力テスト

休肝日
▲資源ごみ

月の休日当番医
■小児科 ■内科・外科 ■歯科

10

10(月) み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎ 28・1001（白河市石阿弥陀）

吉 田 外 科 医 院
☎ 23・4033（白河市年貢町）

三 森 歯 科 医 院 
☎ 23・2401（ 白 河 市 愛 宕 町 ）

16(日) わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク
☎ 21・2166（白河市老久保）

よ こ む ら 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 21・1455（白河市老久保）

本 柳 歯 科 医 院
☎ 53・5030（泉崎村八丸）

23(日) ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎ 21・5623（白河市立石山）

わ た な べ 内 科 医 院
☎ 22・1531（白河市新白河）

山 本 歯 科 医 院
☎ 24・2888（白河市昭和町）

30(日) 岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院
☎ 23・7811（白河市結城）

お お ほ り ク リ ニ ッ ク
☎ 41・2311（矢吹町八幡町）

よ し な り 歯 科 医 院
☎ 24・3020（白河市天神町）

3 (木) 関 　 医 　 院
☎ 23-3003（白河市横町）

き た む ら 整 形 外 科
☎ 42・5533（矢吹町八幡町）

白 河 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎ 22・7133（白河市会津町）

6 (日) 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎ 42・2040（矢吹町大久保）

小 針 医 院
☎ 42・2366（矢吹町曙町）

和 田 歯 科 医 院
☎ 44・4180（矢吹町曙町）

10 ／

11 ／

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図
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Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

10 10 10
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：H28.11.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.11.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H28.11.30

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可
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江
さ
ん
）

佐
川　

架か

ほ帆
ち
ゃ
ん

　
（
拓
也
さ
ん
・
友
子
さ
ん
）

中
野
目　

葵あ
お
い生

ち
ゃ
ん

　
（
雄
基
さ
ん
・
里
美
さ
ん
）

久
保
木
智
子
さ
ん	（
66
歳
）

安
藤　

政
美
さ
ん	（
84
歳
）

井
上　

邦
孝
さ
ん	（
87
歳
）

田
﨑　

三
夫
さ
ん	（
67
歳
）	

渡
邉　
　

巖
さ
ん	（
62
歳
）

お
悔
や
み

９月１日

現　　在

男 3,183
6,518 2,078

女 3,335

８月１日

現　　在

男 3,189
6,521 2,077

女 3,332
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

リレートーク 小林晴美さん（字富久保）

次回、木野内慎一さん
にバトンタッチ！

「子供は緑の中で育てたいな。」ま
だ独身時代、私にはそんなほのかな
夢がありました。
　白河の私の育った実家は、外に出
るとすぐ車の往来が激しい道路とな
っていて、遊び場といえば学校の校
庭かお寺の参道などでした。
　同い年の主人に出会った頃、野山
に出かけるのが好きなことを話すと、
「俺の家は玄関を開けたらアウトド
アだよ。」と言って笑ったのを覚え
ています。
　そんな自然豊かな泉崎に嫁いで、
今年で１４年になりました。

　お陰様で、中学２年の息子と小学
５年の娘は、美しい緑に囲まれて、
すくすくと育っています。
　隣に両親が住んでいて、見守って
くれています。また、子供を通して
知り合った友人や地域の方々にもお
世話になりながら、日々楽しく暮ら
しています。
　私の夢の一つが叶ったように、小
さなことでも、子供たちの夢や希望、
家族みんなの願いが叶うように、互
いに協力し、支え合い、これからも
家族仲良く歩んで行きたいです。

No. 発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

５90

平
成

28年
10月

１
日

発
行（

毎
月

１
日

発
行

）

188

鈴
木
綾あ
や
の乃
ち
ゃ
ん
（
字
八
雲
神
社
）

小
松
蒼あ
い
と心

く
ん(

字
八
雲
神
社)

室
　
咲さ
く
ら良
ち
ゃ
ん
（
字
寄
井
）

秋
山
愛あ
い
ら來
ち
ゃ
ん
（
字
十
八
夜
山
）

田
﨑
結ゆ

な華
ち
ゃ
ん
（
字
豊
内
）

渡
部
嵐あ

ら
た太

く
ん
（
字
八
雲
神
社
）

９月11日㈰、泉崎弓道場にて第73回県南弓道大会が開催
されました。結果は下記のとおりです。
　団体優勝　男子：須賀川Ｂチーム　女子：郡山Ｂチーム
　個人優勝　男子：佐々木敏夫　　　女子：橘比呂子

弓道会より「お知らせ」 弓道会では会員を募集し
ております。
希望者は佐々木までご連
絡ください。
（☎0248・53・3356）

い
ず
み
ざ
き

広
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